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ＳＤＧＳ認証にかかる評価項目と検証方法一覧

ＳＤＧＳ
１７のゴール

評価項目 検証方法 概要・備考

圏
・子ども食堂への支援 ・ 子ども食堂への支援を行ってし、

ることが確認できる資料 （第
三者による）の写しで確認

　

・

１懸齢熟議；
コに；‘‘；に’・

泰三寿

・フードバンクへの支援 ・フードバンクへの支援を行って
いることが確認できる資料（フ
ードバンク活動を行う団体によ
る）の写しで確認

・ 福岡県内ではフードバンク活動を行う団

　

体として、以下の４つの団体が存在 （フ

　

ードバンク北九州ライフアゲイン、フードバ

　

ンク福岡、ふくおか筑紫フードバンク、フー

　

ドバンクくるめ）

　

ｈｔ鍵，′紹弾み；摂〆デーも臨む≧ほうじ４，ｇｇじき、おき

　

ー５たｅｄ．主Ｆｔ川ｑ由川

図
・企業の健康づくりの
推進 （福岡県限
定）

・「ぶ・くおか健康づくり団体・事業

　

所旦邑」登録証の写しで確認
・ 福岡県の公共調達における地域貢献

　

活動評価項目（健康づくりの推進）の

　

評価基準に準じる

圃
・学校 （教育機関）
への寄付活動

・寄附金控除にかかる文書の写
し
・寄附を受けた教育機関からの
感謝状などで確認

　

・

園

・えるぼし認定 ・ 厚生労働省・女性の活躍推

　

進企業データベースで確認

　

ｉＥ－１ｊ

　

；耳メミ際＼

　

できき葦；ミニ・一喜キ
ー′ｑてき；一二ｒミニ｛…

　

、′ご（＝－・きらさｉｄｌ

　

ドキミ

・女性活躍の推進に関する厚生労働省
の認言止制度
・ 平成３０年３月末時点で、５７９社が認
定を受けている
３段階で評価されるが、１段階をクリアし
てし、れば可

・女性の大活躍登録
企業 （福岡県限
定）

・「女性の活躍推進評価書」の

　

写しで確認
・ 福岡県の公共調達における地域貢献

　

活動評価項目（女性の活躍推進）の

　

評価基準に準じる
・ 女性の管理職比率や管理職数の将来

　

目標を定めてし、るｏｒ女性の職業生活に

　

おける活躍の推進に関する法律に定め

　

る一般事業主行動計画を策定・公表・

　

届出してし、る企業（後者は策定義務の

　

ない従業員３００人以下の企業が対
象）
・ 他県の事業者については、上記の条件

　

を満たすものを何からの形で公表されて

　

いれば同様ーＬ評価

　　　　　　　　　　　　　　

～

・河川愛護・河川愛
護支援 （福岡県限
定）

・河川愛護活動実績報告書の
写し（当年度または前年度の
もの）で確認

・ 福岡県の公共調達における地域貢献

　

活動評価項目（河川愛護活動）の評

　

価基準に準じる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

・ＩＳ０５０００１シリーズ

の取得
・ＩＳ０５０００１シリーズ認証取得
の写しで確認

・エネルギー管理に関する標準規格

２



ＳＤＧＳ
１７のゴール

評価項目 検証方法 概要・備考

囲

・障がい者雇用企業 ・障がい者雇用登録証の写しで
確認
・報告義務のない事業所につい
ては、障がい者雇用を証明す
る書類の写しで確認

・ 福岡県の公共調達における地域貢献

　

活動評価項目（障がし、者雇用）の評

　

価基準に準じる

・子育て応援企業

　

（福岡県限定）
・子育て応援企業宣言の写し
で確認（福岡県限定）

・福岡県の公共調達における地域貢献活
動評価項目（子育て応援）の評価基
準に準じる

・高齢者雇用の推進 ・ ７０ 歳以上までの定年の引き

　

上げ、７０ 歳以上までの継続
雇用制度、定年の定めの廃
止のいずれかが明文化されて

　

いる就業規則の写しで確認

・福岡県の公共調達における地域貢献活
動評価項目（７０歳以上まで働ける企
業）の評価基準に準じる

・働き方改革・休み方
改善ポータルサイト
取組・参考事例一
覧掲載企業

・ 厚生労働省の働き方改革・
休み方改善ポータルサイトの

　

車ー▲．・^ 」

　

ラコー′γー犬糸ミＬｕ比。′じ、

　

ｈｔｔｐｓ：／／Ｗｏｒｋ‐

　

ｈｏｌｉｄａｙ．ｍｈｌｗ．ｑｏ．ｌｐ／ｃａｓｅ／

・九州 ７ 県で２８社の事例が載っている

　

（２０１９年９月現在）

・ その他、国の認定・

　

表彰・その他の制度
・ 厚生労働省「しょくらぼ」にて
確認

　　

ｈｔｔｐｓ：／／ｓｈｏｋー１ｈａｍｈｌｗ．ｏｏ．ｉＤ

　　

／ｓｈｏｋ”ｈａ′ｓｅａｒｃｈ／Ｒｐａｒｃｈｏｌ

ｏ．ｄｏ

・ 国が労働者などの労働環境改善のため

　

に定めた認定・表彰・その他の制度（具

　

体的には、ユースエール認定、安全衛生

　

優良企業公表制度、あんぜんプ□ジエク

　

ト、イクメン企業アワード、グッドキャリア企

　

業アワードキャリア支援企業表彰）

園
・経営改革の推進 ・ 経営革新計画承認書の写し

　

で確認
・中小企業等経営強化法に基づく「経営
革新計画」の承認を受けてし、る企業を評
価
・福岡県の公共調達における地域貢献活
動評価項目（経営革新）の評価基準
に準じる

圏
・ダイバーシティ経営
１００ 選、新ダイバー
シティ経営企業１００
選表彰企業

・ ダイバーシティ経営企業 １００

　

選のサイトで確認

　　

ｈｔｔｐＳ：／／Ｍ内Ｍ．ｍｅｔｉ．ｑｏ．ｉＤ／ｐｏｌｉ

　

ｃｖ／ｅｃｏｎｏｍｙ／ｉｉｎｚａｉ／ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ

　

／ｋｉｏｖｏｌｏｏｓｅｎ／ｐｒａｃｔｉｃｅ／ｉｎｄｅ

　

ｘ．ｈｔｍ－

・平成 ２４ 年度から始まった経済産業省
の表彰制度（１年に１００社が選定さ
れているわけではなく、３０ 年度は２６
社）

！
，
一三

・防災協定・災害時
対応の締結

・自治体との防災協定・災害時
対応にかかる協定の締結書の
写しで確認

・福岡県の公共調達における地域貢献活
動評価項目（防災協定）の評価基準
に準じる

・消防団への協力 ・消防団協力事業所の表示証
の写しで確認

・消防団協力事業諸制度について

　

ｈａｌ）ｓ／／＼ｗ～叫ｆｄｌｎａ．ｑＱｉｐ／－ｅＩＱｃｅｉｔｌｃｉ－Ｌこさ￥

　

○ｂｏｄａｎノＷａｃｑｒｎｅ／Ｃｏｍ掌）ａｎｖなｂＱＬ虐ｍ

　

ｄｅｘ．ｈｔｍｌ

・道路愛護活動 （福
岡県限定）

・ 福岡県の「さわやか道路美化
促進事業実施団体等認定

　

証」ならびに実績報告書（当

　

年度または前年度）の写しで
確認

・福岡県の公共調達における地域貢献活
動評価項目（道路愛護活動）の評価
基準に準じる

３



ＳＤＧＳ
１７のゴール

評価項目 検証方法 概要・備考

圏
・フェアトレード認証 ・ フェアトレードジャパンの認証・

　

登録事業白

　

覧ぐ確認

　

ＩＥ幸壬ニＧ二！ｒ、ノ〉：，マゾずこう〒十ｈａｇぎ一

　

１ｅａｆロヨにピーきｓａｄＵｔｉ！ｅｒほぼａ１Ｃ・

　

ｈ圭亙≧
・フェアトレードジャパンの認証製
品一覧で確認

　

ｈｉｔいきなさ～リンもごｆ霊・ｈａ（足一

　　

１ｒｊｒｌ！～ーノにぎりｄｕｄ濠

・ 認証を取っているのは大企業のみでハー

　

ドルが高い

・ＩＳＯ９００１シリーズの
取得

・ＩＳＯ９００１シリーズ認証取得

　

の写しで確認
・品質管理に関する標準規格

圏

エゴ事業所登録
（福岡県限定）

エゴ事業所登録一覧で確認、
県への活動報告の写しとセット
で確認
ｈｔｂ）き＃〉、′＼Ｙｖ、′モメじｏｆｕｌくｔパーを，ａ）！

硝白川キー・もむａｔｅキーも”こうａｌｌｂｉｌｌ

福岡県の公共調達における地域貢献活
動評価項目（エゴ事業所）の評価基
準に準じる

・工］アクション２１ 豆；

録
・ 環境省「エゴアクション２１」のサ
イトの検索画面から確認

　

ｈ雪崩′定姦≧偏ー）！ｌｉｓｔノー１ｍｓｈｒ）ざ

　

ｇａｇまけ′ａｉき才

・環境省策定のガイドラインに基づく環境
経営の認証・登録制度、２０１９年９月
現在７，９０５社が登録

．ＩＳＯ１４００１シリーズ

の取得
．ＩＳＯ１４００１シリーズ認証取得
の写しで確認

・環境マネジメントの標準規格

・ふくおかエコ農産物
認証 （福岡県限
定）

　

・

　

・

圃
・ＭＳＣ認証・ＡＳＣ霊忍
証

・ＭＳＣ 認証・ＡＳＣごｉ：の写し
で確認

・ＭＳＣ 認証は、持続可能な漁業で獲ら
れた水産物であることを認証する制度。
ＡＳＣ 講説ｉＪ頁任ある養殖により育てら
れた水産物であることを認証する制度
・ 認証基準が厳しいため取得している水
産事業者は限られると考えられる

Ｍ５Ｃ認証・ＡＳＣ認
証商品の取扱い

ＭＳＣ認証・ＡＳＣ認証の商品
を取り扱ってし、ることを証明する
もので確認

ＭＳＣ認証・ＡＳＣ認証を取得している商
品を積極的に扱う卸売業・小売業を加
えることで中小企業でも評価される形と
する

圃
・ＦＳＣ認証 ・ＦＳＣ認証の写し

・ＦＳＣ 認証の非認証取得者の
商標ライセンスの写し
・メーカーや卸・小売業におし、て
はＦＳＣ認証の製品を扱ってい
ることを証明するもので確認

・森林の管理や伐採が環境や地域社会
に配慮して行われてし、るかを評価・認証
する制度
・ 非認証取得者の商標ライセンスについて
は↓を参照

　

き１ぬ〕ｓ／ノー！ユーｓ＜‐・ａｒｅａコ‐“〕‐；〃≦－．ＦＣ－′
ｒ
．－．１

．ＦＳＣ 認証製品の取
扱い

・メーカーや卸・小売業において
はＦＳＣ認証の製品を扱ってし、
ることを証明するもので確認

・ＦＳＣ認証を取得してし、る取得してし、る商

品を積極的に扱う卸売業・小売業を加
えることで中小企業でも評価される形と
する

園
・再犯防止活動の功
労者に対する内閣
総理大臣表彰

・表彰の写しまたは法務省のサ
イトにおける当該功労者に対
する表彰の公表情報

　

．

※

　

リスト外にある項目については、リストに上げたような公的機関の認証であれば、その内容を確認した上で評価に加え

　　

る。

４



３．大光炉材㈱のＳＤＧＳに関する取り組み

大光炉材㈱から提出された資料は、 下記の通りである。
ゴーノレ 該当ターゲット 資料

圏
圏

霊

・災害、テ□等発生時の積極的な寄付等社会貢

献

・寄付一覧等写し

・赤十字への寄附

・障害者スポーツ等への寄付

・寄付一覧等写し

・障害者、ウィルス向け寄付

・教育機関への寄付 ・「つなぐココ□」発行

・育休推進等女性従業員向け相談窓口設置
・女性管理職の積極登用

・ＨＰより

・会社謄本、名刺写し

＊ヒアリングより育休制度は、近年

常時１名以上利用実績。

Ｊ

　　　　　　　　　　　　

，

　

．

′
・途上国発展に繋がる不定形耐火物の技術輸出 ・当行過去経営者表彰

＊台湾、□シア等海外への技術輸

出を促進。

囲
・北九州市奨学金返還支援企業登録 ・ＨＰ採用ページ

＊市より奨学金支援認定

園
・国内外へ不定形耐火物技術利用促進による経
済発展寄与

・経営者賞（財団）

＊台湾、□シア等海外への技術輸

出を促進。

　

ｉｆｙｒ１．ゞ，．・、，．ミ

　

ミ１キーーミミ，
らさま－．ーモ

　　　　　

、、．７ノ

　

「

　

、．」・ｙ

　　

・，～‐′

　

▼
すき三一三雲；
三等ラキ，ｉ

・地域への積極的な寄付（まつり等） ・地元まつり寄付

・寄付等一覧

４．結論

　

上記評価項目のうち、大光炉材㈱による「災害、テロ等発生時の積極的な寄付等社会貢献」

は、ＳＤＧＳのゴール”こつながる取り組みとして評価する。取組実施の有無については、提

示のあった寄付先データにおいて「赤い羽根共同募金員こ複数回寄付を実施していることを

もって確認した。

５



　

「日本赤十字社への寄附」、「障害者スポーツ等への寄付」は、ゴール３につながる取組と

して評価する。 取組実施の有無については、提示のあった寄付一覧において、「日本赤十字

社大分県支部」や「北九州チャンビョンズカップ国際車椅子バスケットボール大会」への寄

付を確認した。

　

「教育機関への寄付」 は、ＳＤＧＳのゴール４につながる取り組みとして評価する。 この度

の 「つなぐココロ」 の発行を通じて、 教育機関への寄付が約束されていることから、 実施さ

れるものと判断される。

　

ｒ育休推進等女性従業員向け相談窓口設置」は、ＳＤＧＳのゴール５につながる取組として

提示があった。 同社ホームページの「ＣＳＲ行動計画」 のなかで「平成３０年４月～社内に窓

□を設置、社内に周知」という表示は確認したが、具体的にどのような取り組みを行ってい

るかの確認がとれないこと、 育児休業の取得は法律で定められているものである中でその

取り組みの優位性や先駆性等を確認できないため、判断を保留する。

　

「女性管理職の積極登用」は、ＳＤＧＳのゴール５につながる取組として評価する。取組実

施の有無については、「会社謄本の提示」の提示があったが、社員「全体」および「管理職」

に占める「女性管理職」 の割合は確認がとれず、判断を保留する。

　

「途上国発展に繋がる不定形耐火物の技術輸出」・「国内外へ不定形耐火物技術利用促進

による経済発展寄与」 は、ＳＤＧＳのゴール７、 ９につながる取組として提示があったが、

ゴール９、１２につながる取組として評価する。 取組実施の有無については、提示のあっ

た 「公益財団法人経営者顕彰財団 第３９回 （平成２３年度）「経営者賞」」 の表彰要旨におい

て確認した。

　

「北九州市奨学金返還支援企業登録」 は、ＳＤＧＳのゴール８につながる取組として提示

があったが、 ゴール４として評価する。取組実施の有無は、北九州市奨学金返還支援事業

（未来人材支援事業） のホームページにおいて確認した。

　

「地域への積極的な寄付 （まつり等）」 は、ＳＤＧＳのゴール１１につながる取組として評

価する。 取組実施の有無については、提示のあった寄付一覧において複数回寄付が行われ

ていることを確認した。

　

以上より、 大光炉材㈱がゴール１、 ３、 ４、 ９、 １１、 １２の実現に向けた視点で、 事業

に取り組んでいることが確認、できた。

６


